
よろしくお願いします。人類学会では2回目の発表となります。立命館大学の岡野英之

です。

今回の発表はシエラレオネのバイクタクシー業を統括する全国バイクタクシー協会をみ
ることで、国家による統治がいかに浸透するかを考察することにします。
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本発表では、まず「失敗国家」という用語から議論を始めます。

失敗国家とは、1980年代から1990年代に武力紛争の多発を受けて作られた政治学上
の概念です。紛争に陥るような国家とはどのような特性を持っているかを示した概念で
す。

この概念では、「政府が暴力の独占を維持できない」「領土を統治できていない」「社会
サービスを提供できない」など、「●●がない」という形で国家の在り方が定義されてい
ます。そのことを裏返して考えると、失敗国家とは、理想的な近代国家像を暗黙のうち
に前提にして作られています。

理想的な近代国家像を描き出した代表的な研究者といえばウェーバーです。暴力の独
占という概念もウェーバーによる提唱です。本発表はさしあたりウェーバーの議論の中
でも本発表に関することのみをピックアップしてひとつの文言を作りました。
すなわち、

「（近代）国家とは、行政スタッフ（官僚）を用い、法に則って秩序を維持する主体
である。」である文言です。

ウェーバーの論じる近代国家は、近代国家の理想的な形態を論じているに過ぎず、実
際には、先進国であっても、そうなっていない状況が多々あります。とはいえ、近代国
家とは、理想の国家像に向かって歩みを進めている主体といえるでしょう。

本研究は、バイクタクシー協会が形成されるプロセスを、「失敗国家」が理想の近代国
家像へと踏み出す時に見られるプロセスのひとつとして描き出すことにします。
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そのプロセスを論じるときに手掛かりとするのが、「国家なるもの」という概念です。

人類学者ハグマンとペッカラルドは、ウェーバーに代表されるような国家観に対して、次のよう
な国家像を提示しています。

す な わち ；

 国家な るも の ( s t a t e h o o d ) は公的な 政府機構や制度だけに
よっ て 成立して いるので はな い。 政 府で はな いが 、 公 的
( p u b l i c ) な 権威を有した主体も ま た国家な るも のの担い手
で ある。

 国 家 建 設 あるいは 国 家 形 成 の 試 み は 、 生 来 的に 争い をは ら
ん で いる ( i n h e r e n t l y  c o n f l i c t i v e ) 。 政 府 機 構 、 および 、
非 政 府 で 公 的 な 権 力 を持 っ て いる 主 体 は 、 国 家 な るも の の 中
で 自ら のシ ェ ア を拡大しようと 駆け 引き ( n e g o t i a t e ) を繰り
返して いる。

という二点で す 。 特にこ の二 つ目の 白丸 につ いて は覚え て お いて く
だ さい。

↓ ↓
本 発 表 で は 、 こ の 二 つ の 文 言 に加 え て 以下 の 文 言 を付 け加 え ま す 。

「 失 敗 国 家 」 で は 、 制 度 や 機 構 が 定 ま っ て おら ず 、 流 動 的 で ある 。
ゆ え に、 新 しい＜ 公 的 な 権 力 を 持 つ主 体 ＞ に とっ て 権 力 を 拡 大 す
る絶 好 の 機 会 とな っ て いる。 社 会 が 安 定 化 す るに つ れ て そ の 主 体
は 自 ら の 立 場 を確 立 され たも の と して 固 定 化 して いく 。

本発表ではそのことをシエラレオネのバイクタクシー協会の成り立ちから明らかにしていきます。
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以降の構成は以下の通りです。
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まずは、シエラレオネの概観、および、シエラレオネにおけるバイクタクシーの概要です。
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・ シエラレオネは西アフリカに位置する小国です。

・ かつてはイギリスの植民地であったことから公用語として英語が用いられ、共
通語としてクリオという英語を基礎としてクレオール言語が話されています。
・ シエラレオネは1991年から2002年まで10年近くの内戦を経験しています。
・ いうまでもなく、内戦中のシエラレオネは、「失敗国家」という概念で語られています。

・ しかし、紛争後、社会は安定化に向かいます。
シエラレオネの政府も近代国家としての機能を取り戻します。

6



・ バイクタクシー業は紛争後に始まった新しいビジネスであり、いまや日常的光景と
なっています。

・ 当初、バイクタクシーは元戦闘員の商売であった。しかし、時が経過
するにつれ一般の若い男性もライダーとして参入するようになり、もはや
「元戦闘員の商売」とはいえません。
・ 当初、町や都市部では「バイクタクシー組合」が乱立し、独自の活動
を行ってきました。しかし、2012年には、全国規模でライダーを統括する
組織として「全シエラレオネ・バイクタクシー運転手協会」が設立されま
す。

以下、この組織を「バイクタクシー協会」と略称します。
・ 用語の確認です。

全国に乱立していたAssociationを指す時には「組合」を、それを
統合して法人格を得た団体を協会と呼ぶことにしています。

・ 発表者は、各地の組合がいかにしてバイクタクシー協会へと統合、再
編されたのかを調査しました。
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ということで、調査方法及び調査地概要です。
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調査は2013年１１月１９日から１２月２０日までの約１ヶ月間です。エボラ出血熱が流行

する前です・

調査では、首都近郊の町ウォータールーでバイクタクシー協会の支部の活動を調査す
る一方、首都フリータウンのバイクタクシー協会本部でバイクタクシー協会の成立プロ
セスについて聞き取り調査をするという二本立てでした。

ウォータールーの特徴はスライドに記しました。
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地図上でのウォータールーの場所を確認します。首都から一時間ほどです。
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スライドがウォータールーの町の様子です。幹線道路上です。

多くのバイクが通っているのがわかると思います。私的にバイクを持っている人
はほとんどおらず、ほぼすべてがバイクタクシーです。
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では、ウォータールーの調査から、ライダーの生活を見てみます。

12



・ライダーの大半が若い男性（２０代から３０代前半）です。それより上の年齢は
ほかの仕事へと移行する。よく語られるのがタクシー(四輪)ドライバーになるとい
うものです。
・バイクタクシーは町の中での移動手段です。町の中ならば定額で5000 レオン、

すなわち、1.2ドルほどで移動できます。郊外に出る際には値段があがりま
す。

・だいたい４分の３のライダーは、バイクオーナーからバイクを借りています。こ
うしたオーナーは投資のためにバイクを持っており、通常は別の仕事をし
ています。

ライダーの収入や支出についてはスライドにあげておきましたので配布資料を
確認してください。
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（飛ばす）
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（飛ばす）
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次に、全国バイクタクシー協会の役割です。発表者は本部で聞き取り調査を行いまし
た。

その調査では、協会本部は政府に対する陳情をしたり、関係省庁・団体との連絡調整
をしているといいます。
また、保険会社とライダーのための保険を作るという事業も行っているといいます。

ここでは、ライダーと直接接する支部の役割を見ていきます。

支部は、シエラレオネの町町に設置され、そこのライダーを統括しています。
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スライドに協会支部の役割をまとめました。

第一に、ライダーが持ち込む揉め事の解決です。

これは組織の役割というよりも、そこにいるスタッフが揉め事の仲介に立つわけです。

第二に、バイクオーナーとライダーのマッチングです。バイクオーナーは投資のために
バイクを買います。それに対して協会はライダーを紹介するというわけです。

第三に、ライダーのための保険です。一日1000レオンのチケットを買うことでライ
ダーは事故保険を得るといいます。

どうも聞いていると、どれだけ機能しているのか疑わしいのですが、実際にどこ
まで機能しているのかまでは十分調査できませんでした。

第四に、ライダーにたいするルール作りと取り締まりです。

協会支部は町の市場や警察などの関係者とミーティングを持ち、問題があれば
バイクタクシーに対するルールを決めていきます。
例えば、入ってはいけない場所や、客待ちする場所などの約束事を作ります。
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保険料の徴収と取り締まりを行っているのが、バイク監視員と呼ばれる、協会に雇用さ
れているスタッフです。固定給で、多くの場合、元ライダーが雇用されています。

彼らは午前中、路上に立ち、ライダーに保険チケットを売ります。右の写真がそのチ
ケットです。

また、午後はライダーの取り締まりを行います。違反者を見つけるとバイクごと、協会
支部に連行します。罰金を払えば、バイクはそのまま返してもらえますが、払えなけれ
ば鍵を没収され、払うまで返してもらえません。
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これはある支部でのルールと罰金です。支部の壁に貼られています。
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では、全国バイクタクシー協会の成立プロセスについて見ていきます。
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まずは各町でバイクタクシー組合がいかに乱立するようになったのかを見ていきましょ
う。

例えば、ケネマ市では1990年代後半にレンタサイクルを始めた若者たちが、モーター
バイクも貸し出すようになりました。

ケネマに駐留していたナイジェリア人の平和維持部隊要員は、彼らにタクシーサービス
を要求するようになったといいます。
こうした彼らはライダーを雇うことになったといいます。

また、ボー市では隣国ギニアからオートバイを仕入れた若者が、それをボーで売りさば
こうとしました。しかし思うようには売れず

若者を雇いバイクタクシーを始めたとのことです。

こうした事例からわかるように、組合はバイクオーナーがライダーからアガリを回収す
るために組織したビジネス組織でした。
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こうした組合は、徐々にオーナーの数もライダーの数もふやし、活動の内容を変えてい
く。

・ 当初、オーナーとライダーは知り合いでありパトロン＝クライアント関係で結ばれていた。
すなわち、私的な関係にあったわけです。

ライダーが警察ともめるとその解決に乗り出し、病気になった場合は面倒を見ていたりして
いたわけです。

・ そしてバイクを持っていた者の多くが武装解除で恩恵を受けた武装勢力の幹部でした。彼ら

が自分の部下をライダーとして雇い入れることで、バイクタクシーは元戦闘員の商売
となっていたのです。

・ バイクタクシー業は拡大し、バイクオーナーの数もライダーの数も増えていきました。必然的
に武装勢力の幹部や戦闘員の数も減っていきます。組合は、新しいオーナーとライ

ダーを結び付け、業務を管理する役割を負うようになった。それに伴い、オーナーとラ
イダーの関係も希薄なものになっていった。保険チケットはこうした状況を受けて、各
地の組合が次々と導入しはじめました。
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・バイクタクシー業が拡大するにつれ、交通ルールの整備や、どこでライダーがたむろ

していいかなど、公共の場でのライダーの管理が重要になってきます。その管理の役
割をになったのが各地の組合でした。

いわば、組合は公共性を持った団体へと変容するのです。
・公共性を持ったことにより、ライダーの中でもNGOで働いた経験のある者が組合の業

務を担うようになる。そうしたものの多くは失業したことでライダーにならざるを得なかっ
た者でした。

・彼らはNGOからの助成で組合の事業を拡大させてきます。事業が公共性を帯びるこ
とにより、組合からかつての元締めは淘汰されることになりました。

⇒そのことを裏打ちするように、ボーのバイクタクシーを研究しているMenzelは、

ボーの組合がLoca l NGOからいくつかの助成を受けていることを指摘しています。

NGOのスタッフから組合の職員となった者たちは、ＮＧＯからの助成を使って事業を拡
大し、ついに全国にある組合を統合するという事業に乗り出すことになります。

統合のために、各地の組合が連携し、Loca l NGOへと統合のための助成金を申請した

といいます。
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このホームページが、その助成を提供したGreen ScenaryというLocal NGOです。

ここでは、組合を編成しなおし、国家レベルの規約を作成し、すべてのライダーが共通
して支える組織を作ることが喫緊（きっきん）の課題だったと述べられています。
2012年前、すなわち調査の1年前にすべてのプロセスが修了し、正式にバイクタクシー
協会が立ちあがりました。

24



協会を作るためには役員の公正な選出したり、各レベルでの代表を決めたりする必要
があったといいます。バイクタクシー協会は、グリーンシ―ナリ―からの助成を受け、選
挙によって徐々に上層部の役員を決めていきます。

まず暫定的な国家レベルの役員が決められ、彼ら主導で選挙がおこなわれまし
た。

最初は、パークレベル、すなわち、町レベルでの選挙が行われます。ライダーが投票し
ます。

次に、パークレベルの役員が県レベルの役員を決める投票をします。

次に、県レベルの役員が地方レベルの役員を決めるために投票し、地方レベルの役員
が国レベルの役員を選出するために投票します。

こうしたボトムアップの方法で選挙が行われ、国レベルの役員が決められ、バイクタク
シー協会は発足しました。
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ではここで、バイクタクシー協会の成立プロセスをまとめます。

当初は、アガリを徴収するというビジネス目的で始まったバイクタクシー組合は、公共

性を持った活動に取り組むようになる。警察や市場役員と交渉をし、道路交通に関す
る「統治主体」となっていった。そして、公共性を武器に組織を拡大し、全国バイクタク
シー協会という確立した組織を作り上げる。

このことを冒頭で論じた「国家性を交渉する」という理論枠組みで考えてみましょう。

ハグマンとペッカラルドの議論を思い出してください。彼らはこう言っています。

政府機構、 および、 非政府で 公的な 権力 を持 って い る主体 は、
国家性の中で 自らの占める 権力 を拡大 しよ うと駆 け引 き
( n e g o t i a t e )を繰り 返して いる。
まさに協会が作られたプロセスはこの指摘と合致するといえるでしょう。そして、そのっ
プロセスは紛争後という社会が流動化している中からでこそできたのだといえます。

では、最後に、国家性を駆け引きという立場を得ることは、国家なるものの手法を身に
つけるということです。時間も限られているのでひとつだけその例を紹介しましょう。
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アフリカにおいて選挙はしばしば問題のあるものです。金銭的な利益を通して支援者を

動員することが問題となったり、支援者の暴徒化が問題となってりしています。また、ア
フリカ国家では、公的な資金の私物化がしばしば問題になっています。

ところで先程、協会が設立される過程で選挙があったと申し上げました。その選挙でも
同じようなプロセスが見られました。

私は、二回目のパークレベルの選挙運動に立ち会ったのですが、選挙運動では、投票

を訴えたりするために支援者のライダーが練り歩きます。その際には、警察が動員さ
れ、警備にあたっているということでした。

二回目の選挙は、十分な警察要員が確保できないことから延期になり、発表者は調査
できませんでした。

また、支部長の候補者は、ライダーに食事を提供したり、Tシャツを配ったりしていまし
た。ウォータールーの支部長の候補者はこう述べています。
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（読み上げる）

この言葉から読み上げるのは、NGOから得た助成金の私物化が通常となっていること。

そして、そうした私物化は決して悪いことではないと思っているということです。

ライダーの状況を向上させるために助成金は必須であり、その私物化は許容されると
みなされています。

このように国家なるものへと近づいていくことは、そのやり方を身につけることともいえ
るでしょう
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以上の考察から、国家の求心力というものが見えてくるのではないでしょうか。
公共性を持った人々は国家へとアクセスし、それによりさらなる権力を得るよう
になるのです。

実はこの発表は、武装勢力に参加した人のその後を調査するために行ったもの
です。バイクタクシーは当初、元戦闘員や元幹部の仕事でした。発表者はシエラ
レオネの内戦において武装勢力がいかに作られ、解体したのかで博士論文を
書いています。彼らの紛争後の生活を聞き取るために訪れたバイクタクシー協
会で思わぬ帰結を目にしたことから、今回、バイクタクシー協会の発表をさせて
いただきました。

バイクタクシーは今回のエボラの災禍で啓発キャンペーンに動員されたりと相変
わらず公共的な役割を担っています。発表者は、組合が協会になる中で見られ
た展開や権力闘争についてまだ表面しかさらっていません。いかにバイクタク
シーが発展してきたのか、そして、その中にはいかなる権力闘争が見られたの
かを今後も掘り下げる必要があると思っています。
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